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地区防災計画制度の創設
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※「地区防災計画ガイドライン」（内閣府、H26.3）を参考に作成
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地区防災計画とは
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■計画の名称：○○地区防災計画

■計画の対象範囲：○○地区

地区防災計画つくりにおいては、

「地域知（地域がもつ知）」

「経験知（経験者の知）」「専

門知（自治体担当や学識経験者

の知）」や防災資源・社会資源

を活用することが重要。

●●地区
防災計画

●●地区
防災計画

マンション

商店街

学校区
地域には、老若男女いろいろな人たちが生活し、働

いています。「地区防災計画」制度は、そうした多

様な視点を地域防災に取り入れながら地域全体で防

災活動に取り組むことができるよう、地区居住者等

が中心となって地区の特徴に沿って災害に備える、

実践的な防災計画を作ることができる制度。

ハザードマップ

防災井戸

元 介護士

学校の先生

専門知

専門知

防災資源
お年寄り

経験知

地域知

洪 水

昔むかし
乙女の頃…

※「地区防災計画ガイドライン」（内閣府、H26.3）を参考に作成
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地区防災計画の考え方
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• 地区居住者等が自ら計画素案を作成し、市町村防災会議に提案する「ボトムアップ型」の
計画提案制度

• 提案を受けた市町村防災会議は必要に応じ、市町村地域防災計画に定める

地域コミュニティ主体のボトムアップ型

• 地区特有の自然的・社会的条件を考慮し、より具
体的かつ実際的な防災計画を作成

• 地区居住者等が地区の特性や自らの防災活動のレ
ベルに応じて、自由に運用

• 市町村全域の標準レベルに合わせる必要はなく、
活動の進展に応じて徐々にレベルアップ

地区の特性に応じた防災計画づくり

• 日頃から地区居住者等が力を合わせて、計
画に基づく防災活動を実践

• 防災活動が形骸化しないよう定期的に地区
居住者等が計画の評価や見直しの実践

防災力を高める継続的な防災活動

防災基本計画

地域防災計画

防災業務
計画

防災
会議

地区防災計画

省庁
公共機関

都道府県
市町村

国

提案
（ボトムアップ）

審議

承認

災害対策基本法

活動・まとめ

地区居住者（地域コミュニティ）

※「地区防災計画ガイドライン」（内閣府、H26.3）を参考に作成
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地区防災計画のメリット（防災活動の支援者）
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防災活動の現状把握

様々な地域が実施している防災活

動の実施レベル・内容などを把握

可能

⚫ 従来：行政区内の地域別に行われている防災活動
のレベルに関わらず一括の支援

↓

地区単位の防災活動レベルに応じた個別
支援の計画・実行

実態に応じた計画見直し

各地区の地区防災計画をもとに、

地域の防災実態に応じた地域防災

計画が作成可能

⚫ 従来：行政の平時の備えと災害対応を中心とした
地域防災計画の作成

↓

地域の防災取り組み実態に応じて実効性
の高い地域防災計画の作成

地域連携による災害対応

災害時に、行政の意思決定や判断

に加え、地区計画上の防災体制と

協力した対応可能

⚫ 従来：地域防災計画上の指定避難所（小中学校
等）を中心にした情報・物資等の一律支援

↓

地区防災計画上の自主避難計画（公民館
等）を考慮した情報・物資等の包括支援
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地区防災計画のメリット（防災活動の実践者）
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災害時の自主的な対応

災害時の市町村防災担当の指示に

依存せず、地区特性に応じた対応

を実施

⚫ 従来：避難勧告や避難指示等の行政の避難情報発
令による住民避難と避難所開設

↓

地区の災害脆弱性に応じた自主的な判断
による避難と避難所開設

防災活動の継続と充実

新たに計画を策定するのではなく、

既存の防災活動をまとめながら継

続的な実施

⚫ 従来：防災活動メンバーの交代によって情報共有
ができず、マニュアル等を新しく作成

↓

地区防災計画としてまとめ、情報の共有
と継続的な見直しによる充実化

防災活動の法的根拠づけ

既存防災活動の中、住民らが自主

的に行ってきた取り決め等に対す

る行政公認

⚫ 従来：防災活動の主体（地区住民等）の自己責任
による自主的な防災活動

↓

地区防災計画に役割分担（公助・共助）
を明記し、行政支援（制度・資金等）の
もと実施
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地区防災計画作成のおすすめ
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地域の問題に対し、災害時の
理想的な対応と平時から備え
ておくべき対策を検討します。

目的別対策の検討

炊き出し資源
マップ（例）

地域特性を考慮した被害をイ
メージしながら、地域で懸念
される問題を調査します。

災害時の事態の流れ 地域課題の発見

地域の方々と課題と対策を共
有したり、意見交換するなど、
様々な方法で検証します。

地域協働の構築

協力依頼
防災訓練

地域を取り巻く社会特性と自
然特性を確認し、それを踏ま
えた災害特性を確認します。

ハザード・社会統計
（データ、地図）

災害の危険性

ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する

地区の特性（自然特性、
社会特性）を確認し、地
域で起こりうる災害を特
定し、被害を想定する。

災害時の事態の流れ（災
害シナリオ）を整理し、
災害時に地区で発生する
課題を抽出する。

災害時の課題を解消する
ための対策を検討し、対
策に対して平時の備えを
検討する。

平時の備えのために必要
な体制を検討し、意見交
換や訓練より検証・見直
し、計画を継続運用する。



20190718 李

地域の災害危険性等を確認

8

ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する

地域を取り巻く社会特性と自然特性を確認し、それを踏まえた

災害特性を確認

身の回りの点検

→どこが危ない？防災グッズの備蓄

→何が必要？

避難所（経路）の検討

→どこが安全？

災害危険性の確認

→どのような災害が起こる？
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災害時の地域課題を調査
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ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する

地域特性を考慮した被害をイメージしながら、災害時に地域で

懸念される問題を調査

災害時の事態の流れ（地震の例）

⚫ 年配の方が多く、平日の昼
に地震が行ったら、人手が
足りなくなりそうで・・・

⚫ 隣の地域は古い家が集まっ
て いるけど、火事の対応
は大丈夫？

⚫ 私の地区には高齢者が多い
けど、避難支援はできる？

⚫ 高齢の方々は、大雨のとき、
早目に自主的に避難できる
かしら・・・

災害時の事態×地区の特性

⚫ 友だちが住んでいる高層マンションでは、
高層階へ食料や物資を提供できる？

⚫ 夫の職場の駅周辺は企業が多いけど、帰
宅困難者の対応は大丈夫？

⚫ あの商店街は外国人が多いけど、避難誘
導ができる？
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災害時の対応策を検討
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ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する

地域の問題に対し、災害時の理想的な対応と平時から備えてお

くべき対策を検討

災害

約半日

約1日

約3日

約3時間

約1時間

人

消防署
消防団
警察
自衛隊

医療関係者
ボランティア

施設管理者

人

町会役員・民生委員
元医師・元看護師

商店・小売業・工事業者
コミュニティ放送局
生徒・学生・ＰＴＡ会
アマチュア無線家

シルバークラブ・子供会

●防災資源（例） ●社会資源（例）
資機材・施設

防災倉庫
避難施設
消火栓

街頭消火器
防火用水・井戸
防災広報無線

止水板

資機材・施設

自家用車・重機（農業）
無線機・発電機
空地・農地・公園
プール・池・井戸
各種福祉施設

事業所建物や敷地
公民館・集会場

項目 災害時の対応 日常の備え

身の安全 身を守る、出口の確保 意識啓発・周知

安否確認 家族・近隣の安否確認 ルールやリストの作成

消火活動 出火・火元確認、消火活動 器具点検、防火広報

情報集約 被害状況の把握、報告 情報の収集・伝達、広報活動

救出・救護 負傷者等の救出、救護 資機材調達・整備

避難誘導 住民の避難・誘導 避難路（所）・標識点検

福祉支援 要援護者の避難と生活支援 高齢者や障がい者等の見守り

給食・給水 給食・給水の調達 食材調達、水源確保、器具点検

物資配分 必要な物資の把握・調達 個人備蓄の啓発活動

避難生活 避難所の運営、生活の維持 地域コミュニティ間の協力体制

二次被害防止 二次災害の軽減活動 危険箇所の巡回・点検

防犯・巡回 防火・防犯の見廻り 警察との連絡体制の検討

応急修理 危険や修繕箇所の対応 資機材、技術者との連携検討

受援調整 他組織からの受援の調整 自主防火組織、機関・団体と調整

課
題
に
応
じ
た
対
策
の
検
討
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防災対策の検証（取り組み継続）
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ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する

地域の問題に対し、災害時の理想的な対応と平時から備えてお

くべき対策を検討

●課題の確認
(例)炊き出しをするために、機材や水、

食料を何処から集め
ますか？

●協力関係をつくる
(例)マップとシナリオを

持って、近所の井戸
を持っている方に水
を、食料品のお店に
食材を提供しても
らえるように協力
をお願いする。

協力

●対策の検討
(例)機材や水、食料がある場所や利用場面がわか
る「炊き出し対策シナリオ」・「炊き出し資源
マップ」

炊き出し対策シナリオ 炊き出し資源マップ

災害時の地域課題に対して対策を検討し、対策に必要な地域関係者に提供・協力依頼をし、

災害時の協働できる防災体制を構築。
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地区防災計画作成のおすすめ
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ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する

１．はじめに
計画の目的・方針・運営主体（地区住民本部の設置と役割分担）

２．地区の特性
自然・社会・災害特性（ハザードマップ）

３．災害シナリオ
前提条件、想定被害

４．災害時の対応と平時の備え（例）
＜発災～約00時間＞
●発災直後の行動
➡平時からの備え

●初期消火
➡平時からの備え

●安否確認・被害確認
➡平時からの備え

＜約00時間～約00時間＞
●救助・救出
➡平時からの備え

●避難行動・要配慮者の避難支援
➡平時からの備え など

５．計画の実践と運営
計画の具体的な実践方法と継続的な運営

◼地区の特性を考慮し
たうえ、重要と考え
られる課題を取り上
げ、災害対策を検討

◼年に数課題を取り上
げて対策を検討し、
年々課題を増やして
いく

◼必要に応じてチェッ
クシート様式を作
成・追加

◼作成した計画は、防
災活動による検証と
見直しを通じて継続
運営していく

地区防災計画の作成例
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地区防災計画の提案
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住民の方々の意見を受け

計画案を修正し、まとめる

提案書を市町村様式で書く

市区町村の防災担当者に提出

①

②

③

市区町村の防災会議で審議

計画案
計画案

※計画として規定された後、運用へ

A地区

規定

B地区

C地区

作成した地区防災計画案は、地区住民の合意を得たうえで、行政の防災担当者を通じて、行政の防災会議に提案。
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地区防災計画の育て方
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対策の項目を広げる

人
を
広
げ
る

対策を
練る

問題を
見出す

実践で
検証する

災害を
見積もる

【分担型】
多くの課題に対し、
取り組む人（主体）が
増えていく
主体軸＝空間の広がり

【拡張型】
年によって取り組む課題を
増やし、対策が増えていく
課題軸＝時間の延び

人と人とのつながりで
多種多様な対策を広げる

段階ごとに分けて取り組む、か
つ、問題を見出す、対策を考え
る、検証するというステップを
基本に計画を充実

「計画Plan」→「実施Do」→「評価Check」→「改善Action」のPDCAサイクルに沿って運用方法を設定し、検討
した対策を実行できる具体的なアクションプランを立て、ステップアップしながら主体的に取り組む。
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「知」の共有と活用を支援する「地域防災Web」
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＜あなたの地域を知ろう＞
⚫ 自然特性：地形、地盤等
⚫ 社会特性：人口、高齢化、財政力等
⚫ 災害特性：地震、津波等の危険性等

全国約1,800自治体と比べた相対
的な評価結果を表示

＜グループページ＞
⚫ ユーザーの個別ページ
⚫ ブログ形式の活動記録の作成
⚫ 電子カレンダーでイベント管理

実践事例を文字と写真で記録・管
理・公開・共有

＜参加型防災マップ＞
⚫ WebGIS機能の電子地図
⚫ ハザードマップの閲覧・印刷
⚫ 地域情報の登録・印刷

地域情報を活用した地域固有の防
災マップ作成

＜地域防災情報＞（DB化）
⚫ 実践事例、関連手法
⚫ 災害事例DB
⚫ 人材（研究者等）DB 等

地域に必要な防災対策に関連する
情報の検索

専門知

地域知

経験知

https://chiiki-bosai.jp

地域防災Web

https://chiiki-bosai.jp/
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「地域防災Web」の主な機能１

＜あなたの地域を知ろう＞
●自然特性：地形、地盤等
●社会特性：人口・高齢化、財政等
●災害特性：地震、津波等の危険性

全国約1,800自治体と比べた
相対的な評価結果を表示

どの災害の危険性が高いのだろう？

災害の危険性の確率は？ 災害はどこで起こるのだろう？

過去にどの災害が起こった？ 似た街の防災対策は？

災害事
例カル
テ

専門知

16
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「地域防災Web」の主な機能２

＜地域防災情報＞（DB化）
●防災活動・防災教育の実践事例
●取り組み実践に必要な情報類
●取り組みを支援する人材

地域に必要な防災対策と実践
を支援する情報を推奨

専門知経験知

類似地域の取り組み事例
実践事例に活用された手法 手法・事例の研究者・実践者

17
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「地域防災Web」の主な機能３

＜グループページ＞
●ユーザーの個別ページ
●ブログ形式の活動記録の作成
●電子カレンダーでイベント管理

実践事例を文字と写真で記
録・管理・公開・共有

経験知 地域知

登録

共有

18
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「地域防災Web」の主な機能４

＜参加型防災マップ＞
●WebGIS機能の電子地図
●ハザードマップの閲覧・印刷
●地域情報の登録・印刷

地域情報を活用した地域固有
の防災マップ作成

地域知 専門知

印刷

地域情報の登録
（地図・点・線・面・写真・文字・動画）

19
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「地域防災Web」の活用
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地域の問題に対し、災害時の
理想的な対応と平時から備え
ておくべき対策を検討します。

目的別対策の検討

炊き出し資源
マップ（例）

地域特性を考慮した被害をイ
メージしながら、地域で懸念
される問題を調査します。

災害時の事態の流れ 地域課題の発見

地域の方々と課題と対策を共
有したり、意見交換するなど、
様々な方法で検証します。

地域協働の構築

協力依頼
防災訓練

「地域防災Web」

・地域を知ろう
・eコミマップ

・手法/事例閲覧
・情報検索

・防災まちあるき
・防災マップ作成

・活動記録
・事例登録

地域を取り巻く社会特性と自
然特性を確認し、それを踏ま
えた災害特性を確認します。

ハザード・社会統計
（データ、地図）

災害の危険性

ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する
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ワークショップでつくる地区防災計画
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ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する

グループ議論１
自己
紹介

60分程度

●自己紹介

記録係に
ぴったり！

よろしく！

花子です。
事務が得意です

●発表・共有

内容
説明

休
憩

【手引き】利用 【資料集・ワークシート】利用

グループ議論２
発表
共有

内容
説明

60分程度

●内容説明 ●グループ議論

資料集手引き マニュアル
ワークシート
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事例
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●地域の災害特性を学ぶ ●災害時の課題と対応を整理する
①子供の一時避難
②けが人の支援
③要援護者等の支援
④被害情報の集約
⑤給食・給水
⑥避難所開設・運営
⑦外部支援の受入

地域で起こりうる災害と、災害が発生した際の被害を確認し、災害時に地域で起こりうる

課題に対して対応（関係者・利活用資源）を考える。

課
題

●第４回（12/15）

地区防災計画
●第１回（8/10）

災害と被害
●第２回（9/22）

災害時の課題
●第３回（11/3）

災害時の対策



20190718 李

事例
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災害時に地域で起こりうる課題と必要な対応について、防災まちあるきを通じて地域を確

認し、危険要素や新たな資源を発見・点検。

●第４回（12/15）

地区防災計画
●第１回（8/10）

災害と被害
●第２回（9/22）

災害時の課題
●第３回（11/3）

災害時の対策

課題① 子供の一時避難

●防災まちあるき

●課題と対応に対する現状確認
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事例
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防災まちあるきで確認・発見した内容について、みんなで確認しながら整理して防災マッ

プをつくって対策を練る。

●第４回（12/15）

地区防災計画
●第１回（8/10）

災害と被害
●第３回（11/13）

災害時の対策
●第２回（9/22）

災害時の課題

●子供の一時避難マップ

●防災まちあるき結果整理

注01

注03

注02

場01

場02

場03

建01

建02

建03

子供の一時避難マップ

eコミマップ
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事例
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「防災マップづくり」ワークショップを通じた議論した、災害時に地

域で起こりうる課題と必要な対応を踏まえ、地区防災計画を検討する。

●第４回（12/15）

地区防災計画
●第１回（8/10）

災害と被害
●第２回（9/22）

災害時の課題
●第３回（11/3）

災害時の対策

＜目次案＞

１．地域の概況

２．地域の災害と被害

３．災害時の課題と対策

４．地域の防災備蓄

５．地域の避難体制

６．防災マップ

７．その他、様式等

災害と被害

災害時の課題

災害時の対策

防災マップ


